
して60年代C/jアジアレ〕時代像/i-即題('二し,将 来に希

望を見出そうと努力している｡ 弟5レ)論文 "India

Today"は, インドがいま "inmaking"なレ)か

"in breaking"なのかをlLEI]題に丁,7:,｡ そJ〕解答を,

インド人学者の文献レ)なかに求めようとTJ71が,解

答は 得 られない0 第60)論文 HTheNameand

NatureofForeignAid''は,外周援助を外交史上

J)新 しい現象とみなし, これのもたらす効果や問題

点を扱おうとする｡しか し,表面をなで,7,だ宮 二終わ

技術専門家が,エアコンU〕ある立派な家に住む とど

ういうことになろか,かれ らはどうして短湖椙]U_)旅

行だけで帰 って行 くか,などのシニ ックなアプロー

チが効果的である｡ 弟 7の論文 "Broken-Backed

States"では,｢東南アジアUj国々は,酉軟しっ国 々な

らF軒家の危機の原因になるインフレや革命などが危

機にはならない｡なぜなら社会がルースだからだoJr

ヒいう命題を提出している｡東南アジア0_)国家の強

みは, "survival"できるところ:=あるという｡第

8C/)論文 "Race,NationalismandCommunalism

inAsia"では こと民族対立の問題に皿する限 り,

欣米とアジア土で,問題の性質は1司じであ,7,'), ±い

う､T'-用摘 Ifi:されている｡

以 Fははぶこう｡ しか し, ニJJよう<'I, どJ〕 一つ

をと-)て も,着目点が卓抜で,解答 もまた明快であ
:''｡ アジア問題についての一般の評論集として推薦

したいoTinkerの評論は, 今後もマー クし左 くて

月ならないようだ｡ (I)ヾ野 暢)

William Marsden.TheHistoryofSuma-

tra.A reprintofthethirdeditionintro-

duced by John Bastin. Kuala Lumptlr:

署晋は 1754年 に アイルランドで 二生 まれた｡ 兄

John Marsdenが英国束印度会社U)酉部スマ トラ

駐在官を勤めていたので,PortMarlboroughL)吉

記官に任命され,1771年5]jにベンクーレン (南部

スマ トラ西flLilLT三の市で, 会社の香料買易し)根拠地)
へ赴き,1779年 7月にスマ トラを去-｢たo 二U)問い

調査 ･収渠材料,職務上得た質料,をもとに兄や友人

からの･｢嗣-liを とり入れて,1783年にニU)本しっ相投を

紹 ′卜

目 した｡そJ〕後新しい質料をfrJ-て改訂増柚 し,1811
早:二:I-レ)3版を出したが, ニ U･)本･.'まそれを揖刻 した
ちレ′)で,第3版に精しく加えられたスマ トラ島の珍

鳥 ､動析物や当時レ)景観の図版26葉が巻末に収めら

し .JohnBastinの紹介が附されたO掃3版が稀

臥 牛二二 -､ていろ現 fL:_,今度の覆刻は非常に,E:,::ばL
∫l
J c

付 ;--Lの.心室性1,jiはIIL/ウフルタイ トルが端L伽 二示 し

てい ろ o ThejlistoryofSumatra,Containing

anAccountoftheGovernment,Laws,Customs,

andMannersoj-theNatiz)eInhabitants,zL,l'th

aDescriptionoftheNaturalProductions,and

aRelationofthe⊥4ncientPoliticalStateof

thatIsland.

丁なわら本告.Lilスマ トラ誌｣と不,'Jrjーべきもので,

RafflesOJ｢ジャワ史｣,Crawfurdの ｢-ィンド群F,71I

吏｣と並んで,英人の 手.7=な77,インドネシア研究の

,fI-典 とされている｡

L_ころで著書C/j採 -た万針は,仁!分 の見聞抱囲内

でスマ トラ全体を概打｢畑二記述 し,同島を個々の地

域 , 種々L,つ属住民.'=分:ナてl'1-々 を詳論するよりも,
二､しろ同鳥の標準タイプともいうべき地域･｢甜主民

を取 り挙げて,聴史 ･社会 ･法制 ･風俗 ･宗教の行

血か ら邑措 的に観ることにあ一1た｡ 苫=晋の肝 隼選定

:i,今 zlu)進歩 した民族 ･社会学か ら見れば妥当件

を欠 くようだが,そLJ)記述はil二筋である｡なおヨー

ロッパ勢力の この鳥との接 触,およびその情民過程

･支配体制それ.二通商状況はあま り触れ られていな

い｡ただ近世以来ヨーロッパ勢力と交渉を頻繁にも

--1たアチェ-しノ)16世紀以後の性 史が概観されており,

注目され ,7:,｡

この本は組版以来目次 も章ljrjもな く,23群 (旧版

では21子伴)uj見I'IFJLL,A,TTI-･の 卜に1/ji･々 独立 した叙述が成

されているので,いささかイこ快である｡また本吉が

記された当時は,スマ トラ島の大部分および西部狛

岸抽 典がまだ 卜分.pI調査されておらず,観察技術 も

1,li-､ていfilか -1たレノ)で, 今日か ら見れば物足 りない

点 も多い｡ しか し 本 吉がインドネシアU)民 族 誌 ･言

詰･憤1T-吊;.uj研究上,先駆的役割を果たしたことは
月T知のIjり三であ,-:jo i,,なみに甘苦にLlj'マライ語文江

･マライ'Fifr,J辞典 U)21Jlyl'･が あ /7,｡

(申 .片町二郎)
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